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MS＆ADインシュアランス グループについて
５つの保険会社・商品
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保険 （賠償責任保険等）

その他
（賠償責任保険等）
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サステナビリティ取り組み推進の枠組み

 「価値創造ストーリー」を紡ぐ企業活動を通じて、社会との共通価値を創造し
 CSV (Creating Shared Value）、2030年に⽬指す社会像を実現する。

社会との共通価値を創造（CSV）
新しいリスクに対処する
事故のない快適なモビリティ社会を作る
レジリエントなまちづくりに取り組む
「元気で⻑⽣き」を⽀える
気候変動の緩和と適応に貢献する
⾃然資本の持続可能性向上に取り組む
「誰⼀⼈取り残さない」を⽀援する

社会的課題

MS&ADのビジネスモデル

社会をとりまく
多様なリスク

安⼼・安全の提供

安定した⼈々の⽣活

活発な事業活動

2030年に⽬指す社会像
レジリエントでサステナブルな社会

経済的な
負担を
⼩さく
する

リスクの
発現を防ぐ・

影響を
⼩さくする

リスクを
⾒つけ
伝える

中期経営計画 “Vision 2021”
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気象災害は増加・甚⼤化傾向
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⾵⽔災等による保険⾦お⽀払も増加傾向



Copyright © MS&AD Insurance Group Holdings, Inc. All rights reserved. 6
6

経済的な負担を⼩さくする

⽔災に対する補償について

出典：三井住友海上「GK すまいの保険」パンフレット

⽔災補償が必要になる主な場合
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経済的な負担を⼩さくする

異常気象や天候不順による損失を軽減する
天候デリバティブ（⾦融商品）
多⾬・少⾬・強⾵・弱⾵ ⇒ 降⽔量／⾵速を指標
●建設業：⼯期遅延 ●運輸：フライトや航⾏のキャンセル
●レジャー・観光：来客数、旅⾏者数の減少、イベント開催の中⽌
低温・⾼温 ⇒ 気温を指標
●エネルギー会社：需要増⼤による追加エネルギー購⼊コストの発⽣
⽇照不⾜ ⇒ ⽇照時間・全天⽇射量を指標
●太陽光発電事業：発電量の減少 ●農業：収穫量の減少

「太平洋⾃然災害リスク評価および資⾦援助イニシアティブ保険制度」
世界銀⾏が主導で設⽴した同制度の⾃然災害リスクの引受再保険会社の1社を務めている

島嶼国
（サモア、トンガ、クック諸島） PCRIC 三井住友海上ほか

再保険契約パラメトリック型
元受保険契約
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建物の被災件数・被災率を⾃動的に予測＆表⽰

リアルタイム被害予測ウェブサイトの開設

台⾵・豪⾬ 地震

大規模災害 被害規模の早期把握が困難

2019年6⽉より無償で⼀般公開

cmap.dev
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リスクを⾒つけ、お伝えする

LaRC-Flood™プロジェクト
Large-scale Risk assessment of Climate change for Flood

MS&AD、東京⼤学、芝浦⼯業⼤学の三者で「気候変動による洪⽔
リスクの⼤規模評価」を⾏うことを⽬的に、⽴ち上がったプロジェクト。

⼭崎 ⼤ 准教授

平林 由希⼦ 教授

・全球地表⽔動体
・陸域⽔⽂モデリング
・地表⽔衛星観測
・⽔⽂地形データ解析

・地球温暖化と⽔循環
の変化

・世界の⻑期⽔循環
シミュレーション

MS&ADインシュアランス
グループ ホールディングス

MS&ADインターリスク総研

http://www.irric.co.jp/LaRC-Floodマップへのアクセスはこちら
本サービスは以下の論⽂の成果に基づいています。
Hirabayashi Y, Mahendran R, Koirala S, Konoshima L, Yamazaki D, Watanabe S, Kim H and Kanae S (2013) Global flood risk under climate change. Nat 
Clim Chang., 3(9), 816-821. doi:10.1038/nclimate1911.

「気候変動に関する政府間パネル(IPCC)第5次評価報告書」でも紹介された
“Global flood risk under climate change“の研究結果をweb-GIS上
で閲覧できるプラットフォームを開設。グローバルに気候変動による洪⽔頻度の
変化の度合いを⾒ることが可能。（利⽤登録により無料で閲覧）
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リスクの発現を防ぐ・影響を⼩さくする

Eco-DRRの評価と社会実装
⼈⼝減少時代における気候変動適応としての⽣態系を活⽤した防災減災の評価と社会実装

（Eco-Disaster Risk Reduction)

⼤学共同利⽤機関法⼈⼈間⽂化研究機構
総合地球環境学研究所

第３グループ
制度・インセンティブサブグループ第１グループ

⾃然災害リスク評価

第２グループ
多機能性評価

(図;ADRC,2005をもとに作成）
－⾃然災害リスクの可視化（過去・現在・将来）
－Eco-DRR多機能性の評価・予測
－超学際的シナリオ分析とEco-DRR利⽤の社会・経済的

インセンティブの開発

危険な
⾃然現象
Hazard

災害リスク
の低減

暴露の回避
暴露

Exposure

脆弱性の
低減脆弱性 Exposure

渡良瀬遊⽔地の様⼦
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